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   Ａ６１Ｋ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  11/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ   3/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ   9/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ  13/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  15/10    　　　　
   Ａ６１Ｐ   7/12    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/18    　　　　
   Ａ６１Ｐ  17/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  43/00    １０７　



(2) JP 2012-529444 A5 2013.8.1

   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
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【手続補正書】
【提出日】平成25年6月11日(2013.6.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式Ｉ：
　シクロ［Ａｒｇ1－Ａｒｇ2－Ｐｒｏ3－Ｐｒｏ4－Ｔｙｒ5－（Ａｒｇ6）m－Ｘ7］　（Ｉ
）
｛式中、
　ｍは、０又は１であり；
　Ｘ7は、Ａｓｎ、又は以下の式：
【化１】

（式中、ｎは、０、２、又は６である）
で表されるＧｌｘ基から選択され；そして、
　Ｘ7は、該ペプチド又はペプチド模倣化合物を環化するようにペプチド結合を介してＡ
ｒｇ1に連結される｝
で表される環状ペプチド又は環状ペプチド模倣化合物、あるいは
　以下の位置の１つで式Ｉとは異なる化合物であって、それにより、式Ｉと異なっている
場合、
　Ａｒｇ1の位置にある残基は、Ｌｙｓ又はＨｉｓによって置換され；又は
　Ａｒｇ2の位置にある残基は、Ｌｙｓ又はＨｉｓによって置換され；又は
　Ａｒｇ6の位置にある残基は、Ｌｙｓ又はＨｉｓによって置換され；又は
　Ｔｙｒ5の位置にある残基は、Ｔｒｐ、ナフチルアラニン、Ｐｈｅ、Ｍｅｔ、Ｖａｌ、
Ｉｌｅ又はＬｅｕによって置換される化合物、
　あるいは、そのレトロ類似体又はその医薬として許容される塩。
【請求項２】
　位置Ａｒｇ1で変化を含み、この場合、該残基はＬｙｓ又はＨｉｓに置換される、請求
項１に記載の化合物。
【請求項３】
　位置Ａｒｇ2で変化を含み、この場合、該残基はＬｙｓ又はＨｉｓに置換される、請求
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項１に記載の化合物。
【請求項４】
　位置Ａｒｇ6で変化を含み、この場合、該残基はＬｙｓ又はＨｉｓに置換される、請求
項１に記載の化合物。
【請求項５】
　位置Ｔｙｒ5で変化を含み、この場合、該残基はＴｒｐ、ナフチルアラニン、Ｐｈｅ、
Ｍｅｔ、Ｖａｌ、Ｌｌｅ又はＬｅｕに置換される、請求項１に記載の化合物。
【請求項６】
　シクロ（ＲＲＰＰＹＱ）、シクロ（ＲＲＰＰＹＲＱ）、シクロ（ＲＲＰＰＹＮ）、シク
ロ（ＲＲＰＰＷＮ）、又はそのレトロ類似体である請求項１～５のいずれか１項に記載の
化合物、又はその医薬として許容される塩。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の１以上の化合物及び薬学的担体を含む医薬組成物
。
【請求項８】
　前記組成物が経口投与可能である、請求項７に記載の医薬組成物。
【請求項９】
　有効量の請求項１～６のいずれか１項に記載のペプチドを細胞の集団に投与し、それに
より、細胞間のギャップ結合コミュニケーションを調節することを含む、細胞の集団にお
けるギャップ結合コミュニケーションを調節するインビトロにおける方法。
【請求項１０】
　治療に使用するための、請求項１～６のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項１１】
　治療法が、循環器疾患、気道上皮炎、肺胞組織障害、聴覚障害、内皮病変、糖尿病性網
膜症、糖尿病性神経障害、中枢神経系虚血、脊髄虚血、歯組織障害、骨粗鬆症、腎臓病、
骨髄移植不全、外傷、勃起障害、尿失禁、神経障害性疼痛、亜慢性及び慢性炎症、癌、移
植不全；乾癬及び過剰な反応性酸素種及び／又はフリーラジカル及び／又は一酸化窒素を
原因とした皮膚疾患から成る群から選択される、治療方法に利用するための請求項１～６
のいずれか１項に記載の化合物。
【請求項１２】
　機能低下したギャップ結合コミュニケーションに関わる病態を治療するための薬剤の製
造における、請求項１～６のいずれか１項に記載の化合物の使用。
【請求項１３】
　患者がヒトである、請求項１２に記載の使用。
【請求項１４】
　病態が、循環器疾患、気道上皮炎、肺胞組織障害、聴覚障害、内皮病変、糖尿病性網膜
症、糖尿病性神経障害、中枢神経系虚血、脊髄虚血、歯組織障害、骨粗鬆症、腎臓病、骨
髄移植不全、外傷、勃起障害、尿失禁、神経障害性疼痛、亜慢性及び慢性炎症、癌、移植
不全；乾癬及び過剰な反応性酸素種及び／又はフリーラジカル及び／又は一酸化窒素を原
因とした皮膚疾患から成る群から選択される、請求項１２又は１３に記載の使用。
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